
事例８ 愛媛県八幡浜市 

１．水道事業の概要 

１）事業概要 

本市水道事業は、市の新設合併に伴い八幡浜市上水道事業と保内町上水道事業の旧２事業を合併創設し、計画給水

人口 45,640 人、計画１日最大給水量 27,820m3/日として認可取得したものである。 

一方で、点在する集落ごとに水道が整備された経緯から12の簡易水道及び9つの条例水道等と小規模な水道事業が多数存

在し、個々に施設を有するため非効率で脆弱な経営地盤となっていた。 

 そこで、簡易水道統合計画に基づき、上水道への経営統合及び既上水道区域内の老朽化が進む水道管路施設等の更新

（耐震化）を行うため、事業規模の見直しを行い、計画給水人

口 34,390 人、計画１日最大給水量 16,730m3/日として、平

成 25年 3月に認可取得し、現在に至っている。 

 

 

２．事業実施上の課題（事業環境） 

１）給水人口および給水量 

下記グラフでわかるように、本市の行政区域内人口は過去10年間において 5,000人以上、給水人口は 4,000人以上

の減少が伺える。また、１日平均配水量は人口減少に伴い、10 年間で 4,000m3/日以上、１日最大配水量は

5,400m3/日以上の減少となっている。人口で約１割、水量で約 3割程度の減少となっている。 

 

 

２）施設の老朽化 

本市の水道施設は、補助水源も入れて 12 箇所の水源、1 箇所の浄水場、一部配水池を兼用している 19 箇所の中継

ポンプ場、38箇所の配水池など 70施設と多数の施設が存在するが、その多くの施設で老朽化が進み、15年後には半数以

上の施設が法定耐用年数を超える見込みである。 

また管路の総延長は約 224km であるが、このうち約 26km が法定耐用年数を超えている。老朽管からの漏水も多く、漏

水調査を計画的に実施して漏水位置の特定・漏水原因の把握に努め、老朽施設については、今後、効率的に更新していく

ことが課題となっている。 

施設が多く存在するため、図に示すように、法定耐用年数で更新した場合、直近 5年間の更新費用が増大する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）経営、財務状況 

水道料金は、平成 19 年度に改定を実施したが、給水収益については、人口減少の影響を受け、収益の増加は見込めな

い状況である。 

収支については、料金改定を行ったため、しばらくの間は黒字基調で推移する。ただし、現行料金のまま推移すると平成 26

年度には単年度収支、累積収支とも赤字となる。評価を行った最終累積欠損は平成 61年度時点で約 117億円と見込ま

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）組織体制 

本市の水道は、「八幡浜市公営企業（上水道）職員定数条例」の定数 20 名に対して、現在は、職員数 16 名、（臨

時職員 2 名体制で簡易水道含む）で業務を行っている。浄水場などの運転管理は直営で行っており、一部専門分野の保

守点検については個別委託をしている状況である。直営での維持管理には、専門技術者の配置やマニュアルの作成、職員の

研修など費用と時間が必要で、より充実した維持管理体制の整備が不可欠である。 

図－４ 法定耐用年数で更新した場合の更新需要 

図－３ 法定耐用年数で更新した場合の健全度 

表－１ 八幡浜市水道事業の沿革 

図－１ 行政区域内人口及び給水人口の推移 図－２ 配水量の推移 

図－５ 収益的収支の見通し 図－６ 料金収入と資本費の比率の見通し 



３．アセットマネジメントの実施状況 

１）取組状況と実施体制・共有範囲 

平成20年度に中長期的な将来像「八幡浜市水道ビジョン（案）」を策定し、平成21年度からはこの「ビジョン案」を絵に

描いた餅で終わらせないよう、具体的な検証・評価を行うため、「水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）の手引

き」を活用して現状把握を行い、将来見通しの裏付けのための「基礎調査」を実

施した。 

平成 22 年度には、「基礎調査」で示された結果を受けて、第三者委員会に

よる現地視察、審議、パブリックコメント等を経て、八幡浜市水道事業基本計画

「水道ビジョン」を取りまとめた。 

平成23年度からは、2カ年で水道ビジョンに示された具体的な施策を推進す

るため、統合整備計画・更新事業計画・財政計画を策定するとともに、第三者

委託の検討を進め、24年度末に事業変更認可を取得した。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）更新基準の設定 

（１）時間計画保全等に基づく更新需要の算定（基準の設定） 

重要度の低い構造物・設備・管路については、『水道事業におけるアセットマネジメントに関する手引き（厚生労働省健康

局水道課）』及び市の使用実績等を参考とし、以下のとおり決定した。 

時間計画保全等に基づく更新需要の算定結果によると、平成 37年度までは、管路の更新需要がない結果となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：実使用年数に基づく更新基準の設定例（厚生労働省ホームページ） 

          水道施設更新指針（日本水道協会）など                

図－９ 具体的な更新基準の設定方法 

（２）重要度・優先度を考慮した更新需要の算定（平準化） 

時間計画保全等に基づき、更新時期（更新基準）の設定を行い更新需要の算定を行った結果、全体と比べ、平成 41

年度までの更新需要が低くなり、ある程度の前倒し事業が可能と判断し、重要度・優先度の高い施設を選定し、再度更新

需要の算定を行った。 

選定方法については、以下に示すとおりである。 

① 施設の整理・廃止・統合による簡素化 

施設の簡素化として、上水道事業の４施設(２ポンプ場、２配水池)を廃止することにより約 2億円の事業費の削減。 

② 重要施設の更新（耐震化） 

主要な老朽施設の更新（耐震化）及び改修により、災害に強い安全な事業運営を行う。 

③ 重要管路の更新（耐震化） 

主要な管路の更新（耐震化）により、災害に強い安全な事業運営を行う。 

主要管路は、地域防災計画等に基づく重要拠点の給水に必要な管路とし、比較的近年の施工箇所は含めない。 

 

重要度・優先度を考慮した更新需要の算定結果を以

下に示す。40 年間の試算において、5 年間の事業費の

平均が約 17 億円、年間の事業費の平均が約 3 億 4

千万円となり、法定耐用年数で更新した場合の約60％

程度となる。 

アセットマネジメントの実施にあたっては、時間計画保

全に基づき更新基準を設定したうえで更新需要を算定し、

重要度・優先度を考慮した更新需要から、全体事業の

平準化を図った。 

図－７ 法定耐用年数に基づく更新需要 

 

 

地方公共団体の長（首長） 

実施体制 

共有範囲 

表－２ 取組状況 

H20 年度 八幡浜市水道ビジョン(仮)策定 

H21 年度 基本計画策定（基礎調査編） 

H21 年度 アセットマネジメント実施（基礎調査内で） 

H22 年度 基本計画策定（水道ビジョン） 

H23～24 年度 統合整備計画・更新事業計画・財政計画策定 

H23～24 年度 水道料金改定（Ｈ24.10 月） 

H23～24 年度 上水道事業変更認可取得（Ｈ25.3 月） 

H23～25 年度 第三者委託の検討 

H26 年度 浄配水場運転管理業務委託開始 

 

資産データ収集 

(紙ベース) 

現地調査 

・データ整合 

・健全度把握 

文献調査 

・文献による妥当性評価 

・更新基準の決定 

資産データの更新 

・経過年数把握 

図－８ 時間計画保全等に基づく更新需要 

 

更新需要が発生せず 

表－３ 時間計画保全に基づく耐用年数の設定 

図－10 更新需要の算定結果および平準化事業費 

 



４．アセットマネジメント結果の活用 

１）更新計画の策定 

平成 26年度より事業を実施する計画として、12 年後の平成 37年度までの事業計画を作成した。 

事業計画は、前述の更新需要の算定結果における年度額を参考として、更新事業計画の整備内容に基づき管路・構造物

設備・委託費として計上し、下記のように策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．その他の取り組み  

１）広報・広聴活動 

 ビジョン策定後も市議会・市内各種団体への現地視察会を実施するとともに、耐震化事業の実施にあたっては、パンフレットを

作成し、市内１２地区の公民館を回って、説明会を行い、住民の理解を得ることとした。 

 また、広報・広聴活動の内容については、事前に理事者への十分な説明、理解を求め決裁をとって進めているため、内部での

共有範囲が広く、結果的に事業を進めやすくなった。 

 さらに、水道広報イベントの実施（7～8月）やフェイスブックにより日々の水道事業の活動を報告することも行っている。 

（https://www.facebook.com/bikkurimizu） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）料金改定 

水道料金については、平成 24 年度中に現状の給水収益の減少を補い、平成 26 年度以降に欠損金を生じさせないこと、

並びに老朽化した施設等の更新に向けた財源確保として、建設改良積立金となる資産維持費を見込んだ値上げ（改定率

10.6%）を実施した。 

更に社会情勢の変化に対応できるよう３年毎の料金見直しから、平成 27 年度より上水道においても計画的かつ継続的な

老朽化施設の更新（耐震化）事業の実施を予定していたことから、平成 27 年 10 月には、これら事業推進等の資金確保の

ための料金値上げ（改定率 10%）を再度実施した。 

料金改定にあたっては、前述の広報・広聴活動として、平成 26 年度に需要者である市民へアセットマネジメントに基づく現状

の問題点と更新事業の必要性、将来像などをわかりやすく説明するため、各種団体への現地視察の実施及び市内１２地区の

公民館を廻り、のべ 300名を対象に住民説明会を実施し理解を求めた。 

 

３）民間活用 

現在の限られた職員体制の中では、日々の職務に追われ水道施設の維持管理に限界があるため、今回立案した更新計画

を適切に実行すべく、官民連携による維持管理体制の強化を目的として、第三者委託の検討を平成２４年度～平成 25 年

度に実施し、平成 26年 4月より、八幡浜市浄配水場等運転管理業務を包括委託（法定外委託）にて開始した。 

これにより、技術の継承と維持管理のレベルアップが図られ、マネジメントを確立し、施設の計画的な更新や長寿命化を図るこ

とが可能となった。 

耐震化事業パンフレット 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

送水管布設替工事 φ 200 1,740m

愛宕第２配水池築造工事

φ 250 300m

φ 250 200m

φ 200 1,400m

φ 200 1,000m

φ 200 760m

φ 200 770m

φ 200 340m

φ 200 900m

φ 200 100m

φ 200 500m

φ 200 250m

φ 200 540m

φ 200 900m

φ 100 1,230m

φ 200 730m

φ 200 3,570m

φ 200 600m

φ 200 1,500m

山崎受水井築造工事

φ 150 900m

φ 150 300m

φ 150 1,230m

φ 150 850m

低区配水池築造工事

φ 300 300m

φ 250 750m

φ 200 2,000m

φ 200 130m

φ 200 1,000m

φ 200 1,200m

旧八幡浜市 中央監視設備・テレメーター設備他

SUS V=1650m3 1池

年度

配水管布設替工事

南予用水
（松柏水源）
水系地区

工事名称・細別地　区　名

川之内
水系地区

神山
水系地区

導水管布設替工事

配水管布設替工事

配水管布設替工事

旧保内
水系地区

その他更新事業費

SUS V=1600m3 1池

RC　1式

送水管布設替工事

配水管布設替工事

管路布設替総延長 25,990m

水 道 広 報 誌 

表－４ 施設整備年次計画表 
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約320百万円/年

図－11 年度別施設整備費用 

住民説明会風景(1地区) 

https://www.facebook.com/bikkurimizu

